
第１次公開  5 年 桐の子タイム（総合的な学習の時間）  

「レッツ・ライフプランニング 2018」（25 時間扱い） 
         授業者 上田 知沙都・阿部 智 

 

1. 総合的な学習の時間の目標・探求的な見方・考え方・本単元の目標・育成を目指す資質・能力を踏まえた単元の評価規準 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標 

探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決

し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

探究的な見方・考え方 

各教科等の特質に応じて育まれる見方・考え方を総合的に活用して，広範な事象を多様な角度から

俯瞰して捉え，実社会や実生活の文脈や自己の生き方と関連付けて振り返り，考えること。 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

探究的な学習の過程において，問題

点の解決に必要な知識及び技能を身

に付け，課題に関わる概念を形成し，

探究的な学習のよさを理解するよう

にする。 

実社会や実生活の中から問いを見いだし，

自分で課題を立て，情報を集め，整理・分

析して，まとめ・表現することができるよ

うにする。 

探究的な学習に主体的・協働

的に取り組むとともに，互い

のよさを生かしながら，積極

的に社会に参画しようとする

態度を養う。 

本
単
元
の
目
標 

自らの生活の場から問題点を見付け，解決の方法を考え，まとめることを通して，自らの生活に対して

主体的に見つめ直し，自分なりに納得する生活へ改善していこうとすることができる。 

自らの生活を見つめ直し，問題点を見付け，解決の方法

を考え，まとめることを通して，自分なりに納得できる

生活を送るには，自分の役割を自覚したり，挑戦しよう

としたり，人々と協力したりしていくことが大切だとい

うことに気付く。 

自分なりに納得できる生活へ改善するため

に，自らの生活の場から問題点を見つけ，

解決の方法を考えてまとめることができ

る。  

問題点を追究することを通し

て，自分なりに納得できる生

活を送るために自分にできる

ことを考え，進んで実践しよ

うとする。 

評価 1 評価 2 評価 3 

2. 単元について  

第５学年の児童は，自己表出したり，豊かな知識をもとに発想したりする力が高い。高学年の仲間入りをした子供たち

は，学校全体のことを見通した役割を担う機会が増え，児童会活動やスポーツ祭の係活動では，相手意識をもって下級生

を支えたり，自らの考えを主張したりするなど，主体的に働く姿が見られた。 

この子供たちは，学校だけでなく，町内会や習い事，スポーツクラブ等，様々なコミュニティに所属している。そして，

それぞれの場所で，求められる役割や問題を乗り越えることで，疲弊している実態がある。そのような問題意識をもって

いても，それを誰かに相談したり，自ら解決しようと働きかけたりすることへの見方や考え方をもっていない。 

 本単元では， 子供たちが見つめ直すことがなかった自らの生活について，この機会に一度立ち止まって振り返り，日々

抱いている思いや願いを顕在化させていく。その思いや願いのもと，生活を共にする人や友人，これまでの人生経験で困

難を乗り越えてきた大人に相談したり，自分なりに考えたりすることを通して，自らが納得する生活の実現に向けて行動

していこうとする素地を養っていきたい。子供たちは，それらの経験を通して，達成感や挑戦する心，他者と協力する心

を高めることができるであろう。また，自らが納得する生活の実現のために自ら動くことを通して，自分が生活の主体者

であるということにも気付くことができると考える。 

本単元の学びが，子供の将来へとつながり，多くの人と関わって，より良い未来を作り出す担い手としての芽となるこ 

とを期待している。また，キャリア教育を促す機会となり得ると考える。 

文部科学省『キャリア教育とは何か』より一部抜粋                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
立
し
た
社
会
人 

低学年 中学年 高学年 
中学校 高等学校 

小学校 

自分のことは自分

で行おうとする。 

自分の力で課

題を解決しよ

うと努力する。 

生活や学習上の課題

を見つけ、自分で解

決しようとする。 

よりよい生活や学習、進路や生き方を

目指して自ら課題を見出していくこ

との大切さを理解する。 

将来設計、進路希望の実現を

目指して、課題を設定し、そ

の解決に取り組む。 

総合的な学習の時間 

レッツ・ライフプランニング２０１８ 

キャリア教育の視点 

意思決定能力の中の課題解決能力 

生活科 

→自立し、生活を

豊かにする。 



3. 研究との関わり 

(1) 本単元における，資質・能力の育成を支える「学びの文脈」 

図 本単元における学びの文脈

自らの生
活の場を
見つめ直
す。

【単元の開始期】
自らの生活を
見つめ直そう。

【単元の展開期①】

自らの生活の問題点を
解決するための情報を

集めよう。

【単元の展開期②】

生活をもっと良くするため
のライフプランを考えよう。

【単元のまとめ期】

生活を改善していくために大
切なことを考えよう。

将来的に目指す子供の姿
・自らの生活の場から問題点を見付け，解決の方法を考える姿。
・多くの人と関わって，生活をより豊かにしようとする姿。

普段僕たちは色々な所で過ごしているよね。

レッツ・ライフプランニング２０１８

やっぱりやる事が多いな。 自分に合ったライフプランを考えよう。

活動
の見
通しを
もつ。

何とかしたいな。

もう少し詳しく生活を見つめ直してみよう。

毎日やる事が多いんだ

現状を
具体的
に見つ
め直す。

必要な情
報を収集
できるよう
計画を立
てる。

いつも近くにいる人に時間の使い方を相談してみよう。

他の大人の話も聞いてみたいな。

解決の方法が見えてきた。

自らの生活
をより豊かに
するために,

ライフプラン
を考える。

これまでの
活動を「〇
〇ライフプ
ラン」に整
理する。

「ライフプ
ラン交流
会」を開く。

生活を改善するために
大切なことを話し合う。

学習の振り返
りをまとめ,交
流する。

前向きにチャレンジする心が大切なんだ。

みんなはどういうライフプランを作ったのかな。

「〇〇ライフプラン」はどんな内容にすれ
ばいいかな。

生活をもっと良くするために大切なことっていくつかあるんだ。

追究した
いことを
明確に
する。

情報を収
集・整理・
分析する。

ゲストティーチャー
から話を聞く。

自分から働きかけなければいけないね。

実際にやってみたいな。

大人になってもこの考え方は使えそう。

 
 

(2) 「学びの文脈」を生み，つなげる具体的な手立て    以下下線は，資質・能力とのつながり 

 

手立て① 子供の生活の場から問題点を見いだす。 

 本単元の目標を達成するためには，子供が必要感をもって，主体的に学習することが必要である。そ

のためには，子供一人一人が本当に解決したいと思っていることに目を向けることが大切である。 

第 5 学年としては，「自分たちの生活をもっと良くするために見つめ直そう！」という課題を設定する

が，個々がより良くしたいと考える生活の場には違いがあって当然である。アプローチの仕方はそれぞ

れ違うが，本質的な共通の探究問題点に向かうものであれば，子供一人一人の活動対象がバラバラでも

何ら問題はないと考える。 

自らの興味・関心，必要感をもとにした個人の課題を設定することにより，主体的に学ぶことができ

ると考える。 

 

手立て② 子供が問い続けられるような工夫をする。 

学習活動中，子供たちは「あれ？」「どうして？」といった疑問や驚きをもつ。これらは，「問い」に

つながる重要なつぶやきとなる。教師はそれらを見逃さず，クラス全体で考える「問い」へとつなぐこ

とが，子供が意欲的に問題解決をするきっかけとなると考える。 

また，架空の小学生（担任の小学校時代という設定）のスケジュールと比較することにより，「自分の

生活はどうだろう。」「どういう解決策があるんだろう。」と新たな「問い」を生むことができる。 

この様に，教師が「問い」を生み出す仕掛けをすることにより，探究的な学習が充実すると考える。 

 

手立て③ 対話により考えを確かにしたり，更新したりする。  

 自らの生活を見つめ直すということは，自ずと自分自身の中で対話や葛藤を繰り返すことになる。そ

れらを解決するためには，同じ問題点を追究している仲間と意見を交わすことが効果的である。なぜな

らば，対話をすることで，考えを確かにしたり，更新したりすることが出来るからである。 

教師は，事前にワークシートに目を通したり，授業中の机間巡視をしたりすることを通して，対話の

必要感を見取り，「あの子は人との関りがうまくいっているみたいだよ。コツを聞いてみたら？」「あの

子も同じような問題点をもっているみたいだよ。話してみたら。」など個々をつなげたり，全体交流の場

を設けたりする。それにより，課題に対する考えを深めることができると考える。 



 

 

(3) 学びの文脈を生かした単元計画        

 学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆）と評価（◇） 

開
始
期
（
１
～
２
時
間
目
） 

○ 自らの生活について想起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自らの生活に対して日頃感じていることを 

見つめ直す。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

☆ 自らの生活について想起することができる 

よう，ウェビングマップを使い，感情ごとに  

色分けをして分類し，視覚的に捉えられるよ 

うにする。 

 

 

 

 

 

☆ 自らの生活に対して感じていることを見つ 

め直すことができるよう，ウェビングマップ 

で色分けした感情の根拠を具体的に書き込む 

よう促す。【手立て①】 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
期
①
（
３
～
１
２
時
間
目
） 

○ 自らの生活を見つめ直し，対話をしながら

問題点をより明確にする。 

 
 

 

 

 

○ 活動の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

○ 現状を具体的にタイムスケジュールシート

に記録する。 

 

 

☆ 生活の問題点を明確に捉えられるよう，ウェ 

ビングマップを使って対話をするよう促す。 

 

 

 

 

☆ これからの活動に,より明確に見通しをもっ 

て主体的に探究することができるよう，板書 

で取りまとめて視覚化する。 

☆ 自分が抱いている問題点を解決するという

学習への見通しをもつことができる。評価 3 

☆ 生活の場の現状を詳細に記録することがで 

きるタイムスケジュールシートを用意する。 

 

 

 

 

 

○ 「ちさと（架空の小学生）スケジュール」

から，グループで問題点を見付ける。 

 

 

 

 

 

 

☆ 自分の生活の中から問題点を見付けるため

の考え方を身に付けることができるよう，架空

の小学生のスケジュールを使って練習できる

ようにする。【手立て②】 

☆ 自分なりに見つけた問題点を主張できるよ

う，付箋に記入して，KJ法を用いて話し合え

るようにする。【手立て②】 

毎日やる事が多く

て疲れているん

だ。 

本当は,もっとがん

ばりたいんだけど

…。 

もっと良くしていきた

いな。 

スケジュールをこなす

だけでやるべきことが

できないんだよ。 

普段僕たちは色々な所

で過ごしているよね。 
そこで,色々な人達と

関わっているよね。 

頑張っている事や楽しい事

っていっぱいあるよね。 

でも、大変な事もいっぱ

いあるんだよ。 

自分たちの生活をもっと良くするために見つめ直そう！ 

本時 

生活 

習い事 

学校 

児童会 

塾 陸上 

生活 

習い事 

陸上 

塾 宿題○多  
時間○長  

ストレス

発散 

達

成

感 

タイム○縮  

私はちさとちゃん

は時間をむだに使

っていると思う。 

他のグループはど

う考えたんだろう。 

それもあるけど、イラ

イラしている事が多

いのも問題だよね。 

じゃあ自分の生活の

問題点は…。 

時間に追われて

いてつらいんだ。 

やることが多すぎて，

こなせないんだ。 

やる内容が難しすぎる

からつらいんだ。 

何とかしたいな。 

でも，どうすれば

いいんだろう。 

もう少し詳しく生活

を見つめ直してみよ

う。 

生活のどの部分で困

っているんだろう。 

今までじっくり

考えたことが無

いな。 

 
 
 
 
 
 
 

生活 

習い事 

陸上 

塾 
宿題○多  

時間○長  

ストレス

発散 

達

成

感 

タイム○縮  塾が忙しくてあまり

陸上をがんばれてい

ないんだ…。 

５ 年 桐の子タイム     1週間のスケジュールを見直そう ！ 

                     
 

  日 メ  モ  

6: 00   

7: 00 
  

8: 00 
    

9: 00 
    

10: 00 
    

11: 00 
    

12: 00 
    

13: 00 
    

14: 00 
    

15: 00 
    

16: 00 
    

17: 00 
    

18: 00 
    

19: 00 
    

20: 00 
    

21: 00 
    

22: 00 
    

23: 00 

    

 

 

５ 年 組 名前 

メモ 

この様なワーク

シートに日～土

の分を書き込む。 



○ 自分の生活の中から問題点を見つける。 

 

 

 

 

 

 

○ 問題点を解決するために，情報の収集・整

理・分析を繰り返す。 

 

 

 

 

○ より良い解決の方法を考えるために，ゲス

トティーチャーから話を聞く。 

 

 

 

 

 

☆ 対話をしながら問題点をより明確にするこ

とができるよう，事前に目を通したワークシー

トや机間巡視から必要感を見取り，似ている問

題点をもつ子同士をつなげる。【手立て③】 

◇ 自らの生活の中から問題点を見付けること

ができる。            評価 2 

 

☆ 自ら設定した問題点を解決するために，必要

感を見取り，適宜似たような悩みを抱えている

子同士を繋げたり，全体で進捗状況を確認した

りするなどして，対話しながら探究することが

できるようにする。【手立て③】 

 

☆ ゲストティーチャーが子供にとって必要感

がある存在となる為に，事前に入念に打ち合わ

せを行い，子供の学びに即した情報を発信して

もらう。 

◇ 問題点を解決するために，必要な情報を集 

め，整理・分析することができる。  評価 2 

展
開
期
②
（
１
３
～
２
２
時
間
目
） 

○ 「ちさとスケジュール」を使って，生活をより豊かにするための考え方を話し合う。 

 

 

 

 

○  より豊かな生活を作るためのきっかけとなるよう，こ 

れまでの活動を「ライフプラン」に整理する。 

 

 

 

 

○ 「ライフプラン交流会」を開く。 
 

 

 

 

 

☆ 具体的な手立てを考えられるよう，「どの様

にすればいいの？」「例えばどういうこと？」な

どと，問いかけをする。【手立て②】 

 

 

☆ より豊かな生活へ改善できるよう，具体的な

ライフプランの様式を子供たちと共に作る。 

◇ より豊かな生活へ改善するために見つけた

問題点に対する解決の方法を考えて，企画書に

まとめることができる。       評価 2 

 

☆ 対話をしながら交流することができるよう,

少人数で交流会を行う。【手立て③】 

 

ま
と
め
期
（
２
３
～
２
５
時
間
目
） 

○  生活を改善するために大切なことを話し合う。 

 
 

 
 

 

○  学習の振り返りをまとめ，交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 自分なりの「生活を改善するために大切なこ

と」を主張できるよう，KJ 法を用い，出たグ

ループの意見を板書で共有する。【手立て③】 

◇ 自らの生活の場から問題点を見付け，解決の方法
を考えることが，生活がより豊かになることにつな
がるということに気付くことができる。  評価 1 

☆ これからの生活の中で応用することが出来るよ

う，これまでの学習を振り返る。【手立て②】 

◇ 問題点を追究することを通して，社会の一員

として自分にできることを考え，進んで実践し

ようとする。            評価 3 

これまでのワークシ

ートを振り返ろう。 

ちさとちゃんは土日に昼まで寝てい

るのをやめればいいよね。 

その時間で宿題

をできるよね。 

それは私の生活にも

当てはまりそうだ。 

他の班はどう考え

たかな。 

私はどこを改善

すればいいかな。 

自分に合ったライフプ

ランができた。 

みんなはどう考

えたのかな。 

〇〇ちゃんは人との関わり

方に目を向けたんだ。 

そういう解決の

仕方があるんだ。 

その考え方は将

来役立ちそうだ。 

大切なことって ,いくつ

かあるんだ。 

チャレンジする

心だと思う。 

周りの人にアドバイス

をもらうのも大切だね。 

自分から働きかけなけ

れば始まらないよね。 

これからも使えそ

うな考え方だね。 

前は，「つらい」とだけ

思っていたけど，一歩

立ち止まって見つめ直

すと，より納得できる

生活になるということ

が分かった。 

これからも，生きて

いく中で色々な問題

が出てくると思うけ

ど，今回のやり方を

またやってみたいと

思った。 

どうしたら解決できるか

な。 

ここが問題なん

だ。 

友達にも見

てもらおう。 

この前の「ちさとスケジュール」

の時の考え方が使えそうだな。 

身近な人にインタビ

ューをしてみよう。 

時間の使い方が上手な

友達に聞いてみよう。 

 

他の大人の話も聞

いてみたいな。 

身近な家族に聞い

てみよう。 

そういう時間の使

い方があるんだ。 

大人になっても同じ

様な悩みがあるんだ。 

〇〇先生から学んだことも解

決策に取り入れられそうだ。 
解決の方法が少し

ずつ見えてきた。 



(4) 本時案 （5／25） 

本時の目標 

・ 生活の中から問題点を見付けるための考え方を身に付けることができる。 

学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆）と評価（◇） 

○ 前時までの振り返りと，本時の活動の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

☆ 自分の生活の中から問題点を見付

けるための考え方を身に付けること

ができるよう，問題点に気付きやす

い「ちさとスケジュール」を使って

練習できるようにする。【手立て②】 

 

○  個人で「ちさとスケジュール」の問題点について考える。 

○  グループで「ちさとスケジュール」の問題点を話し合い，整

理して，シートに記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ グループで出た考えを，全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 自分なりに見つけた問題点を主張でき

るよう，付箋に記入して，KJ 法を用いて

話し合えるようにする。【手立て②】 

☆ 全体交流の際に問題の解決のための考

え方が分類されるよう，T2 がグループ毎

の意見をメモしておく。【手立て③】 

◇ 生活の中から問題点を見付け，それを

友達に伝えることができる。   評価 2 

☆ 必要に応じて，もう一度「ちさと

スケジュール」を見て問題点を見つ

けられるよう，声がけをする。 

 

☆ 全体で出た考えを共有できるよう， 

グループ毎で整理した考えを黒板に

貼り，分類したりする。 

 

 

○ 本時を振り返り，振り返りシートに記入する。 

 

 

○ 自分のスケジュールを見て，次時の学習の見通しをもつ。 

 

☆ 本時で学んだことを自覚し，次の

活動につなげられるよう，振り返り

シートを用意する。【手立て②】 

☆ 次時の見通しをもつことができる

よう，振り返りを基に，自分のスケ

ジュールを見ることを促す。 

 

「ちさとスケジュール」の中から、うまくいっていない所を探し出そう。 

これまで 1 週間のスケ

ジュールをまとめたよ。 

今日は、先生の小学生時代のスケ

ジュールを見せてくれるんだよ

ね。 
これだとあまり生活が

うまくいっていないね。 

どうすればもっと良くのかな。考

えよう。 

次は自分たちの生活の中から

問題点を見付けるんだ。 

今日の考え方が使えそうだ。 

どんな問題点が見えて

くるんだろう。 

時間をむだに使っていると

思う。 

でも、イライラしているのって、

結局時間の使い方が原因なんじ

ゃないかな。 

イライラしている事が

多いのも問題だよね。 

他のグループはどう

考えたんだろう。 

ちがう考え方の班があるみた

いだ。聞いてみたいな。 

どうしてそういうことに

気が付いたんだろう。 

スケジュールの気持ちの部分だ

けでなく、横に並べるという見

方をすれば、新たな問題点が見

えてくるんだ。 

時間、人との関り方、目

標をもつこと…がポイン

トになりそうだ。 

どこが問題点なのか，

みんなと話し合ってみ

たい！ 

問題点の原因について，

みんなはどう思うのか

な。 

問題点を見付けるには，いろんな

見方をするのが大事なんだね！ 

ポイントがわかったか

ら，それを使って自分の

生活も考えたい。 


